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  概要―情報通信技術の発達による遠隔授業システムや大規模公開オンライン講座(MOOC)等の、いわゆる 
 
e-ラーニングは、映像教材や反転教育との連携により、更に教育環境を大きく変える可能性が期待される. 

    eラーニング教材に於いて映像中の文章表示が学習者の理解を補足し、補助している事を基にし、集中や持続を維持

し得る教材開発の手法、およびマルチデバイス等について言及した。またこの研究に使用した教材は 18～22 歳の学生が実

際に e ラーニングで活用している教材を測定しやすい 8~10 分程度に再編し効果的に文字情報や画像を追加した。こ

れらの教材を LMS サーバーに実装し視聴ディバイスによる評価と教材の表現方法の違いによる受講者の集中力検

査について、メガネ型ウェアラブルデバイスを使用し実験を行なった。  
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１.はじめに  

e ラ ーニングの前身  CAI(Computer- 
Assisted Instruction)はコンピュータ支援教
育、LL(Learning Lab)教室教育などと呼ばれ、
教師の代わりにコンピュータと対面しながら自
学習するスタイルであったが、その後インター
ネット等の普及に伴い遠隔地や多人数での受
講も可能になった。  
その活用分野は、大学等の教育コンテン ツを無

償で提供する大規模公開オンライン 講座（MOOC） 

等の高等教育から、企業の社員育成教育、日本における
各種の塾教育へと、また従来の教育や学校の枠が外
れた生涯教育、リカレント教育等の時間や年数、課程に 
とらわれない学習形態へと拡大しつつある。 
これらの背景からeラーニングに関しては学習効果
等の研究報告が行われ始めた。 
その研究事例として「MOOCでの受講者の受講動
機や学習履歴を収集したビッグデータを活用して得
られた修了率は約5~10％であること、受講者の映像
コンテンツの再生データの分析で約6分を超えると 
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学習継続者が減る」（藤本、荒、山内）等の調査報
告から学習継続支援の必要性が研究のテーマの一つ
になっている。その学習継続支援として受講コンテ
ンツの内容や視聴方法などから学習効果を上げる研
究等も多く見受けられる。本研究ではこれらのeラー
ニングが抱える問題点を踏まえて、教材コンテンツ
製作からLMS構築、視聴方法等の総合的な調査を行
い、メガネ型ウェアラブルデバイスよる集中力や継
続性に関する分析を行った。た受講者の視聴デバイ
スの違いによる集中度・継続性についてもPC、タブ
レット等による実験を行った。またVR教材について
も教材から視聴システムまでを製作し集中力を測定
した。

２.評価方法
本研究では、持続性、集中度、満足度を考慮し、
文字情報、アニメーション等も盛り込んだe-ラーニ
ング教材（10分）を製作した。（図１）

図１ロケ取材中心で編集した教材（３タイプ6本） 

これらのe-ラーニング教材を20歳の学生等にJINS
MEME（図２）を用いてPC、iPad等の複数のデバイ
スで受講してもらった。

図２ 撮影から実験データ収集までの流れ

本実験では、目の動きを数か所のセンサーにより感
知し、15秒単位で1~100％の集中度数を測定した。

３.結果

教材、デバイス、再生スピード等の違い計13タイ
プの動画の視聴結果の分析からは、A1(57,7%), A

＝.21P>0.5と、A２の文字情報を加えた方が高い傾
向にあった。(図3)

図３ロケ中心の教材に文字情報を追加時の集中力

また教材の内容ではアクティブラーニングを課題
の場所で行った模様を撮影した教材においても集
中力が持続した。デバイスの違いによる集中力は、PC,
iPad, VR ではほぼ差がなかった。再生速度につい
ては 1.5 倍速での視聴の集中度は、ノーマルスピ
ードと近似であったが、2 倍速では集中力が
低下した。

４、まとめ

本研究ではeラーニングの集中度についての評価
を行なった。その結果情報量の多いロケ取材、

文字やアニメーションを追加した教材が集中を促
す事が明らかになった。

参考文献

[1]荒優、藤本徹、山内「大規模公開オンライン講座
（MOOC）におけるラーニング・アナリステック研究の

動向」日本教育工学会論文誌 2017 pp305-313

中国地区 教育システム情報学会 2018年度学生研究発表会

198


	p07_f



